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加茂市特別職報酬等審議会 議事録 
 

会議名 加茂市特別職報酬等審議会 

開催日時 令和６年２月６日(火) 13:30～15：00 

開催場所 加茂市役所５階 第２委員会室 

出席者 委員 10名中 9名出席 

小池俊木（会長）、小杉正幸、小林誠、捧文一、椎谷一幸、杉浦善次郎、 

髙橋悦子、高畑結城子、外石栄子（職務代理） 

（欠席者：中澤新也）          ＜50音順、敬称略＞ 

加茂市長 藤田明美 

事務局 2名 井上総務課長、磯貝課長補佐 

議事内容 １ 開 会 

２ 市長あいさつ 

３ 委員および事務局紹介 

４ 会長選任 

５ 諮 問 

６ 会長挨拶 

７ 議 事  第 1号議案「加茂市特別職の報酬等月額について」 

８ 答 申 

９ 事務連絡 

10 閉 会 

配布資料 1月 22日付事前配付資料： 

・特別職報酬等審議会委員名簿 

・特別職報酬等審議会条例 

・市長、副市長及び教育長の給料月額の状況 

・議員の報酬月額の状況 

・特別職報酬等の改定経過 

・特別職の期末手当率一覧 

・二役及び市議会議員の報酬額等一覧表 

・令和４年度 市町村普通会計決算の状況 

・改定案整理･試算シート 

当日配布資料 

 ・県下 10町村の特別職報酬額等一覧表 

 ・令和 5年人事院勧告抜粋 

 ・二役及び市議会議員の報酬額等一覧表（最新版） 

決定事項 市長からの諮問を受け、加茂市特別職の報酬等月額について審議し、改

定なしが適当であるとして答申した。 
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会議経過 

１．開会 

事務局 議事録作成のため録音。 

資料の確認及び一部訂正。 

過半数出席により会議が成立していることの宣言。 

２．市長あいさつ 

藤田市長 （委員への謝辞。） 

この特別職報酬等審議会の開催は令和 3年 12月 28 日以来、2年ぶり

となります。その間、行財政健全化推進計画の計画期間が終了いたしま

して、期間中行ってきました特別職の給料等の臨時削減も今年度の 5月

で終了しました。私が就任した令和元年当時の危機的な状況からは脱し

たというふうには思っているのですが、先日の報道（注釈：令和 6 年 2月 3

日に新潟日報に掲載された「新潟加茂市が「持続のため」大なた！2024 年度に

36 事業廃止・見直し、7720万円削減方針 補助金カットなど検討…このままでは

20 年で 140 億円の財源不足も」というリードがついた記事のこと。）等でもありま

したとおり、今後長期的な視点に立ちますとまだまだ厳しいというか、

今後 20年間の財政シミュレーションを行ったのですが、かなり厳しい状

況になるというふうに予測されます。 

こうした加茂市の現状と昨今の社会情勢を踏まえまして、本日皆様か

ら特別職の報酬等をどう見直すべきなのかというところをご審議いただ

きたいというふうに思っております。現在の加茂市の財政状況、または

近隣市町村の報酬と程度などを勘案いただきながら皆様から忌憚のない

ご意見を賜りたいというふうに思っておりますので、本日はどうぞよろ

しくお願いいたします 

３．委員の紹介 

 委員自己紹介（名簿順） 

４．会長の選出 

事務局 

 

新潟県加茂市特別職報酬等審議会条例第 4条に基づき、委員の互選によ

り小池委員が会長に決定。 

同条例第 4条第 3項に基づき、会長が指名を行い外石委員が職務代理者

に決定。 

５.諮問 

 市長より小池会長に諮問。 

（市長退席） 

６.会長あいさつ 

会長  皆さま、よろしくお願いします。 

事務局  ただいま、市長から審議会に対しまして諮問がございました。 

これより本日の議事に入りたいと存じます。審議会条例第 4条第 2項の

規定により、会長が会務を総理することとなっておりますので、会長に

議長をお願いしたいと思います。小池会長、どうぞよろしくお願いいた

します。 

７．議事 

第 1号議案「加茂市特別職の報酬等月額について」 

会長 

 

 それでは、議事を進行させていただきます。 
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事務局 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

これより第 1号議案「加茂市特別職の報酬等月額について」の審議を

お願いいたします。事務局の説明を求めます。 

  

（資料に基づき、事務局が資料内容を説明。） 

 

 事務局の説明が終わりました。事務局の説明に対し、ご質問はござい

ませんでしょうか。 

 

 本日配布された資料を見ますと、県下 20 市で報酬等を引き上げがあっ

たところがかなりあるのだなという印象です。特別職の人たちは本当に

24時間 365 日休みというものはなく、本当に大変な仕事をされてるんだ

ということはわかってはいるんですけれども、加茂市の現状と市民感情

を考えると、なかなか引き上げというのは難しいのかなと思います。 

 

 ここに記載のある現行月額は、実際はここから 2割削減されるのでし

たかね。 

 

 いえ、臨時削減は財政健全化の期間だけで、令和 5年 5月で全て終了

しています。現在は記載された月額のとおりです。 

 

 全国的にベースアップをという流れの中で報酬を下げるということに

なると、モチベーション低下が懸念されるのではないでしょうか。資料

の表からみますと県央地域で比較しても加茂市とはかなり金額差があり

ますので、ある程度のベースアップが必要ではないでしょうか。急激に

上げてしまうと財政的にも厳しいと思いますので、せめて人事院勧告で

示された 0.3%増を加味したらどうかと思います。 

 

 資料の表でいきますと、県下 20市において約半分の市はプラス改定で

すし残りの半分は据え置きとなっています。 

それと特別職の報酬月額はやはり人口に比例する部分が大きいところ

がありまして、新潟市や長岡市などは飛び抜けています。村上市は大幅

なプラス改定で加茂市の金額を上回りましたが、加茂市は 20市中で一番

人口の少ないわけですが、それでも現状 16 位となっています。 

 

これからの加茂市を考えたときに人口は減ってくるでしょうし、大き

な産業もなかなか育たない中で、報酬を上げるのはこのタイミングしか

ないのではないでしょうか。 

 特別職の報酬額の推移を長年見てきて、今まで財政難でカットした分

を今ここで上げておかないと、将来的に他市に追いつかないと思います

ので、最低限 0.3%は上げたほうがよいのではないかと思います。金額的

にも、議員さんたちは月に大体 900 円の差ですし、議長さんも 1,100円

上げればいいぐらいですので。教育長さんところは他市と比べあまりに

も低いですので、どうやって上げたらいいのかなという感じはしており

ますが。 

 

 報酬額はその時の財政状況に加え、どうしても人口に比例する部分が

ありますので。ただ、加茂市において教育長だけ改定率に差をつけたこ

とはなく、全て同率で改定を行ってきています。 

 

他にありませんか。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

心情的には上げたいですね。よくわかります。ですが、公共施設の開

館時間短縮や補助金などの削減廃止ばかりが続く現状で、報酬を上げる

というのは市民感情的には駄目でしょうね。 

追加資料③をみても、審議会を開催した市が 14で、そのうち報酬額を

引き上げたのが 9市、そのままが 5市、であること考えると、加茂市も

そのままでよいのではないかという気持ちです。 

 

私は、資料を見まして、報酬の改定経過というのがずっとマイナスに

なっているんですよね。 

今の市長さんを始め特別職の方は非常に精力的に仕事をされていて、

加茂市を盛り上げるために一生懸命だという印象です。若者の意見を聞

く場を設けたり、それに向けての実際の行動をしたりというようなこと

で、非常に頑張ってるなというふうに感じます。 

ですから、報酬は上げるべきタイミングのときには上げて、あるいは

戻して、というふうにするのがよいと正直思っています。 

ただ、先ほどもありました 2月 3日のあの記事は、報酬を審議するう

えで非常に悩ましい記事だったというふうに思っていて、市民感情を考

えるとプラス改定案を強く押せない部分があります。 

 

ありがとうございます。もう本当にシビアな問題で、先ほどのお話に

あったとおり、各助成金の見直しだとか廃止だとか、統廃合だとか、な

かなか明るい話題が少ないのが現状ですね。 

今の市長は 2期目で、私自身はずいぶんと加茂市も変わったなと一市

民として感じています。若い人も活躍できる場が増えてきたのではない

かと考えております。 

せっかくの機会でございますから、他にご意見はありませんか。 

 

私も委員として、説明を聞いて考えたことを述べさせてもらいます。 

昨今の物価高に加え特別職の方の身をすり減らすような仕事ぶりを思

うと、0.3%のプラス改定にしたい気持ちでいっぱいなのですが、あの記

事をみた市民がプラス改定をどう感じるかですよね。市民生活に直結す

るところを絞って自分たちの給料を上げるのか、という見方をする人も

大勢いるのではないでしょうか。 

私は仕事柄からか、自分の身を削っても市民のために働くというのが

当然という感覚ですので、改正なしが妥当なのではないかと思います。

以上です。 

 

はい、ありがとうございます。 

なかなか意見が二分してきていますね。皆さんのお考えも自身の中で

微妙にせめぎ合っているなと感じます。 

他にいかがですか。 

 

本当に皆さんおっしゃるように、特別職の方のお仕事の内容などを考

えると報酬引き上げがいいという気持ちはありますけれども、やはり

「上げる」という言葉が市民の皆さんにとっては、他は下げるばかりな

のにこれだけ上げるのかという気持ちになってしまうのではないかと思

います。 

産業界でも商業関係工業関係いろんなところで、助成金が削減された

り事業が廃止になったりで、自分たちの給料も上げられないのに何故特

別職だけがという声が聞こえてくるのではないでしょうか。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

現市長になってから官学の連携が非常に強くなっていまして、その中

で本当に一生懸命に取り組んでおられるなと感じており、それに見合っ

た報酬にすべきだろうと考えていました。 

しかし、加茂市では様々なところで削減されており、別な言い方をす

れば補助金等の適正化になるのでしょうが、削られる側からすれば非常

に厳しいことです。 

おそらくこの審議会の結論とすると、人事院勧告に倣うか現状維持か

の 2 択になると思うのですが、答申書に結果だけではなく気持を表した

書き方ができないかなと。答申書としてはイレギュラーな形になるかと

も思うのですが、結論は同じだとしても審議のニュアンスを伝えられた

らいいなと思っております。 

 

議会などでも附帯意見をつけることがたまにありますが、皆さまの最

終的な判断を答申としたうえで、そこに附帯意見として気持ちを添える

のは構わないかと思います。 

 

世の中賃金アップをしきりに言っております。 

今年などは元日から災害で市長さん以下職員の皆さんは本当に大変だ

ったと思いますし、こういう特別職の方の報酬が余り少ないと成り手不

足の懸念もあるかと思います。 

一方で、補助金助成金が削られる廃止される中での市民感情を考える

と、報酬改定は非常に難しいところだとも思っています。 

他にあるでしょうか。忌憚のないご意見をどうぞ。 

 

すごく失礼な言い方になるのですが、今の加茂市の人口と産業でこれ

から発展ってどういう形になるのかなと不安になるんですね。なので、

今元気を出さなきゃいけないんじゃないか、今はまだ元気があるときな

んじゃないかと思うんですね。 

それとやっぱり形として、特別職はしっかりと推され、周りは市政に

憧れをもつというものであってほしいです。 

資料の改定経過をみましても、ずっとマイナス改定ですので「上げ

る」とすると抵抗感がありますから、「減額前に戻す」ということで頑張

ろう応援しようという風になればいいのかなと思います。 

 

私も長年経過を見てきて、報酬月額をずっと下げてきて、上げるべき

タイミングで上げないのはどうなのかなと。やはりここで上げておかな

いと。ここで元気を出してもらって、特別職の方がちゃんと仕事ができ

るベースを作っておいた方がいいのではないでしょうか。 

他市に比べて高くするわけでもないですし、6職種全部上げたとして

も 1 万ぐらいです。財政状況がよくなる見通しがないから上げないので

はなくて、特別職にはここで頑張ってもらう土台を作っておきたいとい

うのが私の気持ちです。財政状況ばかりに目を向けても発展しませんの

で、メリハリをつけておくのも必要なのではないでしょうか。 

 

ありがとうございます。 

0.3％のプラス改定だと市長の差額が 1,400 円でしょうか。 

 

市長は 2,400 円ですね。以下 1,900 円、1,600円、1,100円、900円、

900 円ですね。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

皆さんもおっしゃってるように心情的には本当に市長さんを始め皆さ

ん頑張ってらっしゃるのは本当に感じます。 

私は地域を学ぶために、サロンを中心に回り、市民の皆さんからいろ

いろなお話を直接聞いてきました。公共施設の老朽化であるとか人口減

少であるとか、24,700人しかいないわけですから。 

市民の皆さんも加茂市の現状は分かってはいるのですが、今まであっ

たものを止める、縮小する、無料だったものが有料になるというのは、

それがたとえ僅かであってもなかなか納得できないんですね。そういう

風に感じます。 

他市の状況をみるとプラス改定が 9市あります。ですが、それぞれの

市で財政状況が違うわけで、20 市中半分は改定なしなんですよね。 

報酬額を引き下げることはもちろんしないのですが、0.3%であっても

報酬を引き上げるということを市民の皆さんに呑んでもらえるかという

と、私は説得できないですね。現状維持の改定なしであれば、市民の皆

さんも納得できるのではないかなと思います。 

 

先ほどの 0.3％プラス改定の差額ですが、ざっくり月額で約 2万弱ぐ

らいですか。1万 9600円。年間だと、これに 12 月をかけるのかな。 

 

手当分を含めますので、16.5 をかけることになります。合計で年間 30

万円くらいです。 

 

先ほどのお話のとおり 100 円でも上げるっていうことになると、市民

感情はどういうものかなというのは理解できます。 

 

特別職の報酬というのは、一生懸命やっているから引き上げられると

いう性質のものじゃないと思うんですね。市の財政力に見合ったもので

あるべきです。先ほども申し上げましたが、20市のうち 9市がプラス改

定をしましたが、他は見直しをしていないわけですので、加茂市も現状

維持であれば市民に対して説明はできると思いますし、私自身も納得で

きます。 

 

いろいろ意見が出ていますが、附帯意見をどのように添えるべきかで

も迷っています。事務局、時間は大丈夫ですか。 

 

事務局側は大丈夫です。皆様の個々の意見の方向性は出てきていると

感じますが、最終的な判断は半々というか二分されているようですね。 

参考までにですが、皆様の任期というのが 2年になっておりまして、

今年度から審議会は毎年必ず 1回は開催したいと考えております。その

ため、同じメンバーで審議する機会は少なくともあと 1回はあります。 

 

1 年間様子をみて、情勢がどうなるか見極めた上で改めて考えてもよ

いということですか。 

 

はい、それも可能です。 

審議会の回数はあと 1回に限定しているわけでもないですので、情勢

が変わった時点で審議会を開催するというのもできます。 

 

何年か前に開催されたときも、財政状況が悪かったときに特別職の臨

時削減を行い、情勢を見て戻しましょうということがありましたが、今
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事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

回も同様に、当面現状維持で今後の財政状況次第で報酬改定をするとい

うのがよいのではないでしょうか。 

この審議会で答申を出さなければいけませんので、附帯意見をつける

にはどのようにしたらよいでしょうか。 

 

答申の文書に簡潔に添えるほか、この後市長に答申を渡す際に口頭で

伝えていただくことはできます。審議の中で出ました細かい内容につき

ましては、後程事務局の方から特別職の方に報告をいたします。また、

先日委員会で市議の方からも質問が出ていましたので、市議の皆様に対

しても審議会で出た意見を開示するかと思います。 

 

私も、今回は現状維持で一年後また同じ顔触れで改めて判断させてい

ただくということでよいと思います。 

 

異論がある方は挙手をお願いします。 

 

一点だけよろしいですか。 

改定しないという結論の前に「取り組みは大変評価するものの」とい

う言葉をきちんと入れましょう。そこが一番伝えたいところですから。 

 

そうですね。ありがとうございました。 

 

では、答申書の内容を確認いたします。 

まずは本文、「加茂市特別職の報酬等月額については以下が適当であ

る。改定なし。以上」。一旦ここで区切りまして、附帯意見としましてそ

の下段に「各特別職の取り組みは大変評価するが、現在の加茂市の財政

状況を鑑み、改定なしとする。」 

その他審議会で出ました様々なご意見は、委員の皆様のお気持ちとと

もに事務局から各特別職の方へ伝えておきます。 

 

以上で、決められた議事は終了です。議事の円滑な進行にご協力いた

だき、ありがとうございました。では、進行を事務局にお返ししたいと

思います。 

 

８．答申 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 （市長入室） 

小池会長より市長に答申。 

 

大変いろいろな熱い意見が出ました。気持ちとしてはですね、市長、

副市長以下特別職の皆様の日頃のご尽力に感謝いたしまして、人事院勧

告に基づきたいところではございますが、加茂市の財政状況等をみます

と難しいというのが結論です。ですので、今回は現状維持として、次年

度も同じ委員構成とのことですので、次回あらためて審議させていただ

きます。日頃のご尽力への感謝だけ付け加えさせていただきます。あり

がとうございました。 

 

（市長あいさつ） 

今ほど答申をいただきまして誠にありがとうございました。 

丁寧にご審議いただいた内容を真摯に受け止めまして、今後に反映さ

せていきたいというふうに考えております。 
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今ほど会長からもご意見がございましたが、加茂市の財政が非常に厳

しい状況であるということは承知しておりますし、市民の皆様も強く感

じているのではないかとうふうに思います。 

その中で「改定なし」という答申は妥当だと思いますし、私自身も現

状報酬を上げることはできないと思っておりました。 

今後も真摯に市政運営を行い、実際にプラス改定するかどうかはとも

かく、上げても大丈夫だねという財政状況になることを目指していきた

いと思っております。 

この報酬等審議会はこれまでは隔年開催でしたが、今後は毎年開催し

てまいりたいというふうに思っております。皆様の任期も 2年というこ

とで、また来年も開催されますので、今後ともどうぞよろしくお願いい

たします。 

 

９.事務連絡 

事務局  最後に事務局より一点、事務連絡をさせていただきます。本日の報酬

につきましては、確認させていただきました銀行口座の方へ２月２２日

に振り込みをさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

10.閉会  

事務局  以上をもちまして、令和５年度加茂市特別職報酬等審議会を終了いた

します。大変ありがとうございました。 

 


